















人口は 2017 年（平成 29 年）7 月 1 日現在







































指定別 番　号 種　別 種別及び名称 員数 指定年月日
国 第173号 重要無形民俗文化財 尾張津島天王祭の車楽舟行事 昭和55年2月1日
国 建23835号 建造物 船頭平閘門 平成12年5月25日
国選択 市第20号 無形民俗 勝幡オコワ祭 平成19年3月7日
国登録 建造物 鈴木家住宅 平成19年12月7日
国選択 無形民俗 尾張西部の子どもザイレン 平成29年3月3日
県 彫58号 彫刻 鋳鉄地蔵菩薩立像 1躯 昭和35年6月2日









有形民俗文化財 尾張津島天王祭の車楽 6車 昭和59年2月27日
第26号の2
市 第 1号 天然記念物 立田赤蓮根 13㎡ 昭和56年7月1日
市 第 2号 史跡 水鶏塚 153㎡ 昭和60年3月26日
市 第 3号 史跡 東海道佐屋路佐屋三里の渡址 1.5㎡ 昭和61年4月16日
市 第 4号 史跡 佐屋海道址 1㎡ 昭和61年4月16日
市 第 5号 史跡 津島天王祭　市江車車田址 7㎡ 昭和61年4月16日
市 第 6号 史跡 大野城址 20㎡ 昭和61年4月16日
市 第 7号 工芸 懸仏 1躯 昭和62年4月9日
市 第 8号 無形民俗 管粥 昭和62年4月9日
市 第 9号 史跡 佐屋代官所址 1基 平成元年2月2日
市 第10号 考古 諸桑の古船（木片） 6点 平成4年10月22日
市 第11号 工芸 鵜多須金刀比羅社太刀 1口 平成12年2月17日
市 第12号 無形民俗 定納元服・オビシャ 平成12年2月17日
市 第13号 彫刻 円空作木造薬師如来坐像 1躯 平成12年2月17日
市 第14号 歴史資料 横井也有俳句軸装 1幅 平成12年2月17日
市 第15号 彫刻 円空作木造観音像 1躯 平成12年2月17日
















市 第21号 史跡 西善太新田記念碑 1基 平成17年3月4日
市 第22号 史跡 青樹英二翁記念碑 1基 平成17年3月4日
市 第23号 建造物 明治天皇佐屋行在所の門（加藤五左衛門本陣の門） 1棟 平成17年3月4日
市 第24号 彫刻 星大明社木造獅子頭 1面 平成19年1月10日
市 第25号 彫刻 日置八幡宮木造獅子頭 1面 平成19年1月10日
市 第26号 史跡 増穿鵜戸川碑 1.235㎡ 平成20年4月30日
市 第27号 天然記念物 東保八幡社クロマツ 1樹 平成20年7月1日


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































す。この住宅は、1890 年（明治 23 年）に建
築されたもので、表は単純な和風建築に見
えますが、屋根裏がトラス式を用いた洋式
技術を導入しています。この家からは衆議
院議員を輩出しています。1890 年の建築
と敢えて申し上げたのは、その翌年に濃尾
地震があり、この地域はほとんど壊滅状態
になったにもかかわらず、鈴木家住宅はこ
の地域において倒壊しなかった数少ない建
物として非常に貴重であったからです。
　では、なぜ特別公開に至ったかという
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と、所有者の「文化財というのは閉じてい
てはいけない、開かれた文化財を目指そう」
という話を受けたからです。また所有者
から、「自分たちは史料が読めないけれど、
できるだけ残っている史料を活用してほし
い」ということで、多くの史料も寄贈して
くださいました。いただいた資料群は膨大
で、現在も一部未整理状況ですが、近代政
治史を考える素材として、鈴木家の資料を
利用して「黎明期あいさい出身の政治家た
ち」という特別展を開催させていただきま
した。
　さて特別公開の話に戻しますと、所有者
の意向等を伺いながら打ち合わせを進め、
特別公開を実施しました。
　実施したら、やはりいろいろな問題等が
明らかになりました。特別公開を通して、
おそらく所有者は、「文化財は一体誰のも
のなのだろう」と思われたはずです。見学
者の多くの方々はルールを守り、公開を堪
能されていたと思います。この点について
は、所有者においても満足感があったもの
と推察します。
　事前申し込み制をとっていたにも関わら
ず、「国民の財産なので見せて当たり前だ
ろう」という声をあげ強引に参加された方
もありました。こちらについては所有者の
柔軟な対応により事なきを得たように記憶
しております。しかし見学者の中には非公
開の部分にまで公開を求める方がみられま
した。確かに、国民の財産であるから公開
するのも重要だと思います。ただ、鈴木家
住宅の場合、個人の所有物件であるし、公
開は所有者のご厚意で実施したにもかかわ
らず、「なぜ、もっと見せられないのだ」と
いう話はいかがなものでしょうか。当然個
人住宅ということでプライバシーの問題が
あるので、「それを超えてまで見せる必要
はない」と私は思っています。こういうこ
とがあると、見せる側の問題としては、「ど
こまで公開するか」ということで、やはり
不安になるのです。保存のみならず公開へ
も積極的に取り組もうという意欲も、見学
者の心もとない発言によって、躊躇したり
するのもある種止むを得ないような気がし
ます。
　こうした文化財を見る側のモラルの問題
も課題として提言したいと思います。
　幸い所有者の深いご理解を賜り、過去数
回特別公開を実施してまいりました。所有
者のご理解とご協力に只管感謝するのみで
す。
3．新たなる地域研究への取組
　いささか話が長くなりましたが、脆弱と
いうと語弊があるかもしれませんが、文化
財保護行政において、同様の状況下にあり
かつ同様の課題を抱いている、近隣のいく
つかの自治体が集まり、ちょっとした試み
をしているので、ご紹介させていただきま
す。
　私どもは、旧海部郡の学芸員と文化財担
当者等で、「海部歴史研究会」というのを設
鈴木家住宅主屋
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文化財の保存と活用 －行政の立場から－
けています。各町村に学芸員は 1～ 2名し
かおらず、また専門もそれぞれ異なるので、
お互いに協力して取り組んでいこう、とい
うことを目的としています。どこかで考古
に関する問題があれば、他の町村であれ考
古の担当の学芸員なら協力する、文書が発
見されたのであれば文献を専門とする学芸
員が出かけ対応に協力するというような相
互協力システムをつくり、かれこれ 20 年
近く協働しています。県内においてこのよ
うに広域的に学芸員の協力体制があるのは
この海部地域のみです。全国的に見てもあ
まり類例をみない組織といえましょう。
　この研究会の主な活動としては、季刊「あ
まつしま」の刊行です。また、地域貢献事
業として、地元のロータリークラブとタイ
アップして、『海部津島人名事典』や『海部
津島祭礼芸能事典』等を刊行しています。
講演会も年に 1回、開催しています。この
他にも、ウォーキングトークを実施してい
ます。このように、一つの自治体では対応
しきれないことを、近隣自治体と協力連携
して実施しているのです。
　各自治体においては、資料保持者や市民
との協働ということも重要課題ではありま
すが、こうした地域間連繋というのも今後
文化財保護行政において有効ではないかと
考えます。
おわりに
　最近では、技術革新や社会構造の変化、
災害等の要因により、家の建て直しや取り
壊し等が発生し、多くの資料や文化財に
とっては危機的な状況となっています。史
料を守るというのは、言うのは簡単ですが、
行なうのは難しいです。現状においては、
所有者の負担が非常に大きいため、史料を
守るのは本当に難しいと思います。ただ、
行政としては、「地域固有の財産」と理解し
ていただきたいと思います。実際に、要覧
や市の刊行物については市の観光資源とし
て活用することを標榜しているわけです。
また、地域のアイデンティティを考える素
材として、まちづくりでは歴史的建造物の
活用ということも言っています。それなら
ば、もう少し理解を深めていかなければい
けないのではないか、と思うわけです。
　そして前述のように、連携・協力が必要
です。特に中小自治体においては、単独で
すべてを賄えるかというと、おそらく難し
いです。また、所有者だけにお任せするわ
けにもいかない時代が来るだろうというこ
とで、行政と所有者、地域、サポーターに
よる連携・協力の必要性があるということ
を、現場で 10 数年働くなかで感じていま
す。
　駆け足でお話し申し上げました。あれこ
れと申し上げていくうちにまとまりのない
話になってしまい大変恐縮しております。
私の報告は以上です。ご清聴ありがとうご
ざいました。
追記
　本稿は、日本福祉大学知多半島総合研究
所歴史・民俗部研究集会の報告原稿をもと
に作成しました。一部表現等で改めたとこ
ろがあります。ご海容いただきたいと思い
ます。最後になりましたが、このような機
会を与えていただいた日本福祉大学の福岡
猛志氏、曲田浩和氏、髙部淑子氏をはじめ、
多くの方々にご教示をいただいたことに深
謝申し上げます。
